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はじめに 

 O/W（Oil-in-water）エマルションは界面活性剤により安定化した油相が水相中に分散した

ものである。エマルション中での油相の結晶化機構はバルクの結晶化機構と考えられている。

炭素数 16 のアルカンである n-Hexadecane（C16）は、バルクの系においては回転相と呼ば

れる過渡的な相を経て結晶化することが知られている[1]。本研究ではエマルション中でのこ

れらの結晶化挙動の変化を解明することを目的とした。 

 

実験 

 試料は C16 を油相とした O/W エマルションである。界面活性剤として、親水基は共通で

親油基の異なる４種類のものを用いた。エマルション作成には食品総合研究所で開発された

マイクロチャネル法[2]を用い、数十ミクロンオーダーでサイズが均一なエマルションを試料

とした。試料の結晶化過程は BL-15A での時間分割２次元小角・広角Ｘ線回折同時測定法[3]

を用いて測定し、単一油滴中での結晶構造に関しては BL-4A にてマイクロビーム X 線（5 μm 

× 5 μm）を用いて２次元小角・広角Ｘ線回折の走査測定を実施した。 

 

結果 

 親油基の形状が C16 と「似ている」時には、結晶化過程初期の回転相起因のＸ線回折強度

が大きく、回転相から安定相（Triclinic）への転移が高温で生じた。さらに結晶化後の単一油

滴へのマイクロビームＸ線回折測定から、アルカンの長鎖方向が界面と垂直に配列して結晶

化していることが明らかになった。それに対して親油基の形状が C16 のそれと「似ていない」

時には、回転相起因のＸ線回折は観測されず、結晶化後は長鎖方向がランダムに配列してい

た。これらのことから、エマルション中でのアルカン結晶化時には、親油基が鋳型の効果を

示し「界面不均一核生成」を生じている結晶化モデルを提案することができた[4]。 
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